
パブリック・コメント制度による 

 「富士市立中央病院第四次中期経営改善 

計画(公立病院経営強化プラン)（案）」 

に対する意見募集の結果について 

 

 

１ 意見募集の概要                                   

 

（１）意見募集方法 ①富士市ウェブサイトへの掲載 

②病院経営課、各まちづくりセンター、中央図書館での閲覧 

（２）募 集 期 間   令和５年 12 月 15 日（金）～令和６年１月 16 日（火） 

（３）意見提出方法 ウェブサイトの送信フォーム・電子メール・郵便・ＦＡＸ 

担当課への直接提出 

 

２ 意見募集結果                                    

（１）意見提出者の数    ２人 

（２）提出された意見の数   ３件 

（３）ウェブページアクセス件数    １４３件 

（４）意見の反映状況 

 反映する（一部反映を含む）  １件 

 既に盛り込み済み   ２件 

 今後の参考にするもの  ０件 

 反映できないもの   ０件 

 その他    ０件 

 

 

 

 

令和６年１月 

富士市立中央病院 事務部 病院経営課 



「富士市立中央病院第四次中期改善計画(公立病院経営強化プラン)（案）」の 

パブリック・コメントに対する意見及び回答 

 

反映結果の項目は、「1 反映する」、「2 既に盛り込み済み」、「3 今後の参考にするもの」、「4 反映できない

もの」、「5 その他（案件とは無関係な意見等）」の5区分 

 

No. 意見の内容 市の考え方 反映結果 

1 

何ページか忘れたのだけど、「令和 17

年に新しい施設で経営するとしたら」と

書いてあるが、それはどこに移転するの

か？建物の規模はどれくらいを考えて

いるのか？これらを記載してほしかっ

た。（移転の噂はかなり前からあったの

で。） 

 

※記載箇所：P1･2、P41、P54。 

ご意見をいただきました、新病院の開

院時期の記述（令和17年度に向かって、

1 年でも早い新病院の開院を目指し、な

ど）につきましては、3 箇所ございます

が、令和6年 1月 15 日開催の新病院建

設特別委員会において、令和 13 年度の

新病院の開院を目指すこと及び現地建

替を最優先とすることが決定しました

ので、このことを踏まえまして、以下の

とおり、該当箇所の記載を修正させてい

ただきます。 

なお、建物の規模につきましては、今

後の基本計画段階において詳細に検討

いたしますので、今後の参考とさせてい

ただきます。 

① P1･2「新病院の開院時期を令和17年

度に向かって、1 年でも早く開院できる

よう進捗を図りながら、四次計画の事業

を推進していきます。」を、「現地建て替

えを最優先候補とし、令和 13 年度の新

病院開院を目指し、四次計画の事業を推

進していきます。」に修正。 

② P41「令和17年度に向かって、1年で

も早い新病院の開院を目指し検討を進

めています。」を、「令和 13 年度の新病

院開院を目指しています。」に修正。 

③ P54「当院は令和17年度に向かって、

1 年でも早い新病院の開院を目指してお

り、」を「当院は令和13年度の新病院の

開院を目指しており、」に修正。 

 

1反映する 

2 

共立蒲原総合病院との連携は考えて

いないのか。 

ご指摘の点につきましては、第4章富士

市立中央病院の現状（役割）、課題、今

後に向けての「2役割･機能の最適化と連

携の強化」において、当院及び蒲原病院

を含めました市内 9 病院で構成される

「富士市病院相互連携会議」などを通じ

た情報共有や、協力体制の見直しを実施

するなど、連携強化を図る旨を記載して

おります。 

当院は富士医療圏において高度急性

2 既に盛り

込み済み 



期及び急性期医療を主な役割として担

っておりますが、富士医療圏全体では回

復期及び慢性期病床が不足することが

見込まれておりますので、今後も蒲原病

院をはじめ、市内医療機関との関係構築

に努め、連携強化を図ってまいります。 

3 

入院や手術が必要となる重症者が、必

要な医療を受けることが出来るよう、富

士市立中央病院には、基本方針の2番目、

「二次救急医療体制の充実」を早急に進

めていただくようお願いする。 

私は、民生委員を務めており、夏には、

高齢者実態調査のため、一人住まいの高

齢者宅を 50 軒ほど訪問した。その中の

おひとり、ご近所さんでもある男性が、

1月3日深夜に亡くなった。死因は脳出

血によるものだそうだ。実はこの方、12

月 30 日に庭で倒れているところを発見

され、119 番通報がされたのだが、なか

なか搬送先が決まらず、結局、救急医療

センターに搬送された。センターでは、

発熱と腰の痛みに対する処置がされた

だけで帰されたそうだ。心配した男性の

弟さんなどが男性の自宅に泊まり込ん

でいたらしいが、男性はその後、ろれつ

が回らなくなり、1月3日深夜に亡くな

ったものらしい。この話を隣家の男性か

ら聞いたときは本当に驚いた。搬送時の

患者の様子などは承知していないが、庭

で倒れていたのだから、脳卒中なども疑

われるのではないか。当然、ＣＴ検査な

どが可能な医療機関に搬送されるべき

だろう。私の母も3年ほど前、やはり庭

で倒れているところを発見され、中央病

院に搬送された。ＣＴ検査の結果、脳出

血が判明、ただちに入院し、2 日後に血

を抜く手術を受け、一命を取り留めるこ

とが出来た。今回、二次救急の対象と思

われる患者を、中央病院が受け入れるこ

とが出来なかったのは大変残念であり、

このような状況は早急に改善されるべ

きである。人口 25 万人、県下で 3 番目

の人口規模の富士市の救急医療体制が

このような状況では、本当に心許ない。 

ご意見にありますとおり、当院では

「二次救急医療体制の充実」を基本方針

の一つに掲げております。この基本方針

を踏まえ、救急医療体制の強化として、

一次救急医療機関との機能分化の推進

及び救急医療に対応できる人材確保に

努めることなどを記載しております。 

今後も引き続き二次救急医療機関と

しての中心的な役割を担っていけるよ

う、富士市病院相互連携会議をはじめと

した関係機関との連携強化を図ってま

いります。 

2 既に盛り

込み済み 

 


